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第1400回例会　平成29年5月2日（火）

2016-2017 国際ロータリーのテーマ

人類に奉仕するロータリー
ROTARY SERVING HUMANITY

■ 点　鐘 12：30

君が代・奉仕の理想・四つのテスト　　　清水吉治ソングリーダー■ ソング  

■ 慶　祝 5月誕生日祝い ・清水吉治会員
 ・藤澤健二会員
 ・橋場正尚会員
 ・井上修会員
 ・宮澤友浩会員

伊澤和男会長■ 会長談話

　４月２３日、３０周年式典無事終えることができました。一重に皆様方の力強
いご協力のお陰と心より感謝申し上げます。本当にありがとうございました。大
変ご苦労様でした。
　記念誌・広報委員会８名の皆様はまだ大変な仕事が残っておりますが、伊那中
央ＲＣのいざという時の団結力を目の当たりにして感動の一日でした。それぞれ

が立場立場で一生懸命に一つ一つを熟す姿はロータリーの奉仕と友情の精神そのものであり、我が伊
那中央ロータリーの真の力だと確信するところであります。
　本日はいよいよ引継ぎということで次年度を荷う新しい役員の皆様本当にご苦労様です。また、残
された期間２ヶ月となった現役員の皆様は力強い１０年の為の締めと引継ぎ事項をしっかりとまとめ
て頂き、新しい歴史に礎となりますよう宜しくお願いいたします。
　次回９日は新・旧ガバナー補佐訪問ということで、多くの会員の出席をお願いいたします。

次頁へ続く

■ ニコニコボックス
◆伊那RC会長
　藤澤秀敬様
◆分水RC
　杉田和夫様
◆伊澤和男

◆宮澤友浩

伊那中央RC創立30周年おめでとうございます。一層の御発展を祈念申し上げます。

30周年記念おめでとうございました。大変ごちそう様でした。今後の伊那中央RCのご繁栄
をお祈りしています。
先日は30周年式典ご苦労様でした。
本日引継ぎ、次年度よろしくお願いします。
あと少しで〝旧〟になります。最後まで頑張ります。ありがとうございました。
又、今日は55才になります。家族に感謝、皆様に感謝です。

2016-2017 RI会長
ジョン F. ジャーム
米国(テネシー州)



宮澤友浩幹事　幹事報告は別紙をご覧ください。■ 幹事報告

◆兼子展世

◆清水吉治

◆唐澤稔

◆唐澤千明

◆井上修

◆下井達典
　伊藤好
　鈴木一比古
◆事務局・武井

創立30周年記念行事、盛大に挙行されお目出とうございます。スタッフの御努力に対しまし
て、クラブ創立会員として大変感銘し深甚なる謝意を申し述べます。
ウォーキングの季節となりました。今年は八ヶ岳の東側を小海線に沿って、小淵沢駅より小
諸駅まで歩きます。初日は4月30日でした。晴天に恵まれ気分よく13km程歩くことが出来ま
した。
女子一部リーグの開幕戦（名古屋ドーム）に行ってきました。上野選手・アボット選手をジカ
に見ましたがコントロール・スピードはやはり世界一です。5月20・21日を楽しみにしています。
いよいよスポーツシーズン到来です。先日、伊那スタジアムがリニューアルオープンしました。
県から伊那市へ移管されたもので、さっそく信濃グランセローズが公式戦を行いました。今
後大きな大会も含め有効利用されることを期待します。
今日、海老屋さんの玄関と階段下に飾られていた花はアルストロメリアといいます。全国で
6000万本生産され、長野県が第一位の2000万本、そのうち上伊那が1300万本で日本一
です。アルストロメリアより綺麗な海老屋のお嬢さんも知らなかったようで、教えてあげまし
た。多田君、勉強したまえ。
4月27日開催されました伊那中央ロータリークラブゴルフコンペで1位・2位・3位でした。

先日は創立30周年おめでとうございました。記念品をいただきありがとうございます。会員
の皆様に支えられ今日まで過ごしてくる事ができました。本当にありがとうございます。これ
からも初心を忘れずに勤めさせていただきたいと思います。ご指導の程、どうぞよろしくお願
い致します。

■ 委員会報告

次頁へ続く

・「ロータリーの友」5月号紹介　　清水吉治会員
　先日の３０周年記念式典無事終了できまして大変お疲れ様でした。
今年度はこの大会のためにも会員増強が図られ、七名もの新入会員が誕生いたしまし
た、関係者の努力が実を結んだ証であります。お疲れ様でした。
　さて、今日はロータリーの友の紹介をしますが、特に新入会員の皆様には目新しい
冊子かと思いますので宜しくお願いしたいと思います。毎月手元に配られますのであ

まり意識はされていないと思いますが、クラブとしてまとめて購入しますので、値段のことはわからないか
と思います。
　毎号七十数ページで週刊誌や他の雑誌より薄いものですが、一冊２１６円の支払いが発生しております。
さて安いか割高かはどのように読まれているかで、かなりの個人差が出てくると思います。私も入会以来２
６年ほどになりますが、最初のうちはさておいても、ほとんどその場でペラペラとページを繰るのみの時の
ほうが多かったと記憶しています。毎月会員数分の発行ですから、年間で１００万冊を超える発行になると
思います。
　友の内容は左めくりの横組みと、右めくりの縦組みが凡そ６対４で編集されております。左めくりの横組
みは国際ロータリー本体に関する本部や各地区等のページで、右めくりの縦組みはロータリーに関係するも
ろもろの情報や会員からの投稿などで幅広くロータリーを知ることが出来る構成となっています。

　それでは今月号の友の紹介に入ります、まずは横組みのトップには必ずRI会長のメッセージです、毎号
RI会長の訴えたい事柄がいろいろな面から話しかけられています。
　つづいて６ページあたりに「ロータリーとは」で国際ロータリーと日本ロータリーについて紹介があり、
文面はほとんど変わりませんが時々の数字は最新の数字が案内されます。
　同ページ右にはRIテーマ、ロータリーの目的、四つのテストですがこれは一年間または通年同一のもの
が掲載されます。わたしは高邁なことはさておいて四つのテストに非常に共感しています。
　言行はこれに照らしてから1真実かどうか2みんなに公平化3好意と友情を深めるか4みんなのためになる
かどうか。常に気持ちのどこかで反芻させられています。
　メインページはその都度の月間テーマにページ数を割いて案内されます。会員が所属する委員会活動に役
立っています。今月号は22ページから27ページまでロータリー財団の「寄付金の流れ～寄付が生かされる

まで」をしっかり読んでもらいたいと思います。ロータリー財団についてはなにをしているのかよく分から
ないと不評でしたが、数年前から見直しが始まり事業の面でもお金の動きの面でもイメージが持てるように
なって来ました。当クラブでも具体的な案件に対して補助金を頂き事業を実現しています。
　横組み最後のページは各地区の動静や地区分布が描かれています、参考にしてください。

　さて縦組みに移ります。最初のページは毎号特集記事がのります、各地区大会での講演や、会員からの寄
稿であったりしますが、筆者や講演者は専門家でありまた執筆家によるものですので、中身があり考えさせ
られることが多々ありました。
　今月号は米沢藩主「上杉鷹山」について同郷生まれの遠藤先生がその訓えについて書かれています。鷹山
は江戸中期出羽の国米沢藩の第９代藩主にて、米沢藩存亡の危機を乗り越え再生させた名君として知られて
います。
　壮絶な死を遂げたアメリカ３５代大統領ケネディが来日した折のインタビューで日本人政治家で尊敬でき
る人物はどなたかの質問に対し即座に上杉鷹山の名を上げたそうです。
　上杉家は関が原の合戦で石田光成に組したために会津１２０万石から３０万石の米沢に移封されてしまい
さらに１５万石へと減俸されたいきさつがあります。このような状況の中であらゆる改革を行い家臣から農
民まで巻き込んで藩の再生を成功させたのであります、其のあたりについては是非本文をお読みください。
上杉家代々の家訓は「伝国の辞」として本文にありますが、鷹山は別に「民の父母」としての根本方針を「
三助」とした。
　一つに・自ら助ける、すなわち「自助」
　二つに・近隣が助け合う、すなわち「互助」
　三つに・藩政が手を伸ばす、すなわち「扶助」
　この三助を家臣にも農民にも求めた。
　上杉家はその末裔が現在も健在で、jaxaで宇宙開発研究をしていた上杉邦憲氏であり、かの有名な「はや
ぶさ」開発に従事されたのが最後の仕事だそうです。また米沢にある上杉家の廟所を守るのも仕事のうちだ
そうです。有名な歌として成せば成る　成さねば成らぬ　何事も　成らぬは人の　成さぬなりけり」は鷹山
の作です。
　縦組みにおいては、クラブ訪問、友愛の広場、卓話の泉、等に個人の寄稿が沢山あります。続いて俳壇、
歌壇、川柳には選者の選評付きで沢山の歌が掲載されています。当クラブでもかつては投稿した会員が数名
おりましたが、最近は見かけなくなり少し寂しい感じもあります。是非挑戦してみては如何でしょうか。



会員数45名　　出席免除会員7名　　長欠会員2名　　本日出席者28名　　事前メイク4名
出席率84.21％　　前回出席率　修正なし　

■ 出席報告

・「ロータリーの友」5月号紹介　　清水吉治会員
　先日の３０周年記念式典無事終了できまして大変お疲れ様でした。
今年度はこの大会のためにも会員増強が図られ、七名もの新入会員が誕生いたしまし
た、関係者の努力が実を結んだ証であります。お疲れ様でした。
　さて、今日はロータリーの友の紹介をしますが、特に新入会員の皆様には目新しい
冊子かと思いますので宜しくお願いしたいと思います。毎月手元に配られますのであ

まり意識はされていないと思いますが、クラブとしてまとめて購入しますので、値段のことはわからないか
と思います。
　毎号七十数ページで週刊誌や他の雑誌より薄いものですが、一冊２１６円の支払いが発生しております。
さて安いか割高かはどのように読まれているかで、かなりの個人差が出てくると思います。私も入会以来２
６年ほどになりますが、最初のうちはさておいても、ほとんどその場でペラペラとページを繰るのみの時の
ほうが多かったと記憶しています。毎月会員数分の発行ですから、年間で１００万冊を超える発行になると
思います。
　友の内容は左めくりの横組みと、右めくりの縦組みが凡そ６対４で編集されております。左めくりの横組
みは国際ロータリー本体に関する本部や各地区等のページで、右めくりの縦組みはロータリーに関係するも
ろもろの情報や会員からの投稿などで幅広くロータリーを知ることが出来る構成となっています。

　それでは今月号の友の紹介に入ります、まずは横組みのトップには必ずRI会長のメッセージです、毎号
RI会長の訴えたい事柄がいろいろな面から話しかけられています。
　つづいて６ページあたりに「ロータリーとは」で国際ロータリーと日本ロータリーについて紹介があり、
文面はほとんど変わりませんが時々の数字は最新の数字が案内されます。
　同ページ右にはRIテーマ、ロータリーの目的、四つのテストですがこれは一年間または通年同一のもの
が掲載されます。わたしは高邁なことはさておいて四つのテストに非常に共感しています。
　言行はこれに照らしてから1真実かどうか2みんなに公平化3好意と友情を深めるか4みんなのためになる
かどうか。常に気持ちのどこかで反芻させられています。
　メインページはその都度の月間テーマにページ数を割いて案内されます。会員が所属する委員会活動に役
立っています。今月号は22ページから27ページまでロータリー財団の「寄付金の流れ～寄付が生かされる

・4月27日（木）ゴルフコンペの報告・表彰式　　　　鈴木一比古ゴルフ部長
優勝：下井達典会員　　準優勝：伊藤好会員　　3位：鈴木一比古会員

・唐澤稔会員より
5月20～21日に伊那スタジアムに於いて開催される「日本女子ソフトボール１部リー
グ」のパンフレット作成についてのお話がありました。

まで」をしっかり読んでもらいたいと思います。ロータリー財団についてはなにをしているのかよく分から
ないと不評でしたが、数年前から見直しが始まり事業の面でもお金の動きの面でもイメージが持てるように
なって来ました。当クラブでも具体的な案件に対して補助金を頂き事業を実現しています。
　横組み最後のページは各地区の動静や地区分布が描かれています、参考にしてください。

　さて縦組みに移ります。最初のページは毎号特集記事がのります、各地区大会での講演や、会員からの寄
稿であったりしますが、筆者や講演者は専門家でありまた執筆家によるものですので、中身があり考えさせ
られることが多々ありました。
　今月号は米沢藩主「上杉鷹山」について同郷生まれの遠藤先生がその訓えについて書かれています。鷹山
は江戸中期出羽の国米沢藩の第９代藩主にて、米沢藩存亡の危機を乗り越え再生させた名君として知られて
います。
　壮絶な死を遂げたアメリカ３５代大統領ケネディが来日した折のインタビューで日本人政治家で尊敬でき
る人物はどなたかの質問に対し即座に上杉鷹山の名を上げたそうです。
　上杉家は関が原の合戦で石田光成に組したために会津１２０万石から３０万石の米沢に移封されてしまい
さらに１５万石へと減俸されたいきさつがあります。このような状況の中であらゆる改革を行い家臣から農
民まで巻き込んで藩の再生を成功させたのであります、其のあたりについては是非本文をお読みください。
上杉家代々の家訓は「伝国の辞」として本文にありますが、鷹山は別に「民の父母」としての根本方針を「
三助」とした。
　一つに・自ら助ける、すなわち「自助」
　二つに・近隣が助け合う、すなわち「互助」
　三つに・藩政が手を伸ばす、すなわち「扶助」
　この三助を家臣にも農民にも求めた。
　上杉家はその末裔が現在も健在で、jaxaで宇宙開発研究をしていた上杉邦憲氏であり、かの有名な「はや
ぶさ」開発に従事されたのが最後の仕事だそうです。また米沢にある上杉家の廟所を守るのも仕事のうちだ
そうです。有名な歌として成せば成る　成さねば成らぬ　何事も　成らぬは人の　成さぬなりけり」は鷹山
の作です。
　縦組みにおいては、クラブ訪問、友愛の広場、卓話の泉、等に個人の寄稿が沢山あります。続いて俳壇、
歌壇、川柳には選者の選評付きで沢山の歌が掲載されています。当クラブでもかつては投稿した会員が数名
おりましたが、最近は見かけなくなり少し寂しい感じもあります。是非挑戦してみては如何でしょうか。



宮澤友浩幹事
１．親睦旅行について
２．5～6月の行事予定とメイクアップ扱いについて
３．その他

各委員会毎に、現年度から次年度への引継ぎ等が行われました。

■ 現・次年度委員会引継ぎと次年度委員会計画

■ 理事会報告

次回例会
5月9日（火）　点鐘　18:30　　場所　海老屋料理店　　
垣内章雄ガバナー補佐・吉澤博文次期ガバナー補佐ご来訪

■ 点　鐘 13：30


